
 
 
 

おうみ冨士農業協同組合 事業継続計画（ＢＣＰ）基本方針 

･･･災害時における業務の継続性確保へ向けて･･･ 

 

 

おうみ冨士農業協同組合は、自然災害や甚大な被害をもたらす危機が

生じた場合においても、安全性を確保したうえで事業を速やかに再開し、

被災地域の復旧・復興支援や、組合員や地域住民のみなさまとのお取引

を早期に再開することが重要と考えています。 

こうした考えに基づき、事業継続計画（ＢＣＰ）を策定し、取組むこ

とをここに宣言します。 
 

１．人命保護を最優先し、被害を最小化するよう努めます 

  当組合は、災害時において組合員、地域住民、役職員の安全を最優先に行動し、

災害による二次的な被害が拡大しないよう、最大限の努力を行います。 

 

２．計画の周知や訓練を徹底し、事前の備えに努めます 

  当組合は、災害時に必要な設備を整え、役職員が適切に行動するために権限を明

確にし、組合の定める事業継続計画に則って行動できるよう周知や訓練を徹底しま

す。 

 

３．重要な業務を継続し、社会的責任を果たすよう努めます 

  当組合は、災害時における社会的責任を果たすため、関係機関と連携し、災害時

にも継続すべき業務を遂行できるよう事業継続計画を定めます。 
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